
リニア説明会
５月２５日、ＪＲ東海と岐阜県期成同

盟会によるリニア中央新幹線住民説明会

が多治見市において開催されました。会

社側からは、環境影響評価の進捗状況、

中間駅のイメージと工事開始までの流れ

などが説明されました。その後に質疑を

予定の時間を３０分超過し行いました。

住民の不安に向かい合わない会社回答
質問の内容は 「ウラン鉱床問題 「地下水の枯渇問題 「人口密集地の地下を走行す、 」 」

る問題 「電気使用量と原発との関係 「リ」 」

ニア無人駅でのトラブルなどにいかに対処

するのか 「中央線駅の無人化・列車本数減」

などのサービス低下はないのか 「ウラン残」

土処理について 電磁波の影響の心配 ウ」「 」「

ラン調査はＪＲ東海独自として行うのか」

「期成同盟会などの行政もいいイメージの

みの宣伝をしていて住民の立場に立ってい

ないのはなぜか」などの質問が出されまし

た。これに対し会社は、一つ一つ回答を行

。 、 、いました しかし 質問にもありましたが

説明会は回答が模範解答であり、住民の本

当に不安なところに対する答えはなく、問

題の先送りばかりするなど、真摯に向かい

。合い議論する場になっていないものでした

また、初めから手を挙げている方を指名し

ないなど、明らかに不平等な指名を行って

いたところもありました。
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